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「

要
約サ
ン
ル
ダ
ム
の
魚
道

の
手
本
と
さ
れ
て
い
る
美
利

河

(ピ
リ
カ
)
ダ

ム
魚
道
が
サ
ク
ラ
マ
ス
保
全
に
有

効
な
の
か
ど
う
か
検
討
し
た
。
ヤ
マ
メ
が
ダ
ム
下
流

か
ら
魚
道
を
通
じ
て
忠
志
別

(チ
ュ
ウ
シ
ベ
ツ
)
川

に
遡
上
す
る
問
題
に
多
く
の
努
力
が
費
や
さ
れ
て
い

る
が
、
サ
ク
ラ
マ
ス
親
魚
の
遡
上
と
そ
れ
に
続
く
産

卵
床
の
存
在
お
よ
び
標
識
ヤ

マ
メ
の
回
帰
が
問
題
点

を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
努
力
を
集
中

す
べ
き
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
七
年
に
得
ら

れ
た
結
果
か
ら
は
、
美
利
河
ダ
ム
魚
道
は
サ
ク
ラ
マ

ス
保
全
に
有
効
で
あ
る
と
い
う
実
態
は
示
さ
れ
て
い

な

い
。美

利
河
ダ
ム
の
魚
道

北
海
道
開
発
局
は
、
サ
ク
ラ
マ

ス
保
全
の
た
め
に
、
サ
ン
ル
ダ
ム

に
美
利
河
ダ
ム
と
同
様
な
長
い
魚

道
を
つ
く
る
こ
と
を
提
案
し
、
そ

れ
を
前
提
に
二
〇
〇
八
年
九
月
に

サ
ン
ル
川

で
魚
道
試

験
を
行

っ

た
。
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
い
る

魚
類
専
門
家
会
議
で
は
、
美
利
河

ダ
ム
で
魚
道
が
機
能
し
て
い
る
か

の
よ
う
な
発
言
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
美
利
河
ダ
ム
の
魚
道
が
機
能

し
て
い
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て

具
体
的
に
論
議
し
て
い
な
い
。
そ

こ
で
、
資
料
を
と
り
よ
せ
、
検
討

し
た
。
美
利

河
ダ

ム
は
、
檜
山
管
内

の
せ
た
な
で
日
本
海

に
注

ぐ
後
志
利
別

(
シ
リ
ベ
シ
ト
シ
ベ
ツ
)
川
上
流

に
、

一
九

七
九
年

に
着

工
し
、

一
九
九

一
年

に
完
成

し
た
多
目
的
ダ

ム
で
あ
る
。
ダ

ム
完
成
時

に
は
魚
道
が
な
か

っ
た
が
、
二

〇
〇
五
年

に
長
さ

二
・
四
㎞
の
魚
道
が
作
ら
れ
た

(図

1
)。

こ
の
魚
道
は
、
今
ま
で

の
ダ

ム
に
直
接

つ
な
が
る
も

の
と

は
異
な
り
、
ダ

ム
湖

に
注

ぐ
河
川

の

一
つ
で
あ

る
忠
志
別

川

へ
つ
な

い
で
い
る
。
魚
道

に
は
、
親
魚
を
遡

上
さ
せ
る

こ
と
と
、

ス
モ
ル
ト

(サ
ク
ラ

マ
ス

一
歳
魚
)
を
降
下
さ

せ
る
二

つ
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
が
、
美
利
河
ダ

ム
の
魚

道
は
と
く

に
ス
モ
ル
ト
の
降
下
を
円
滑

に
行
う
た
め
に
設

計
さ
れ
て

い
る
。
詳
し
く
は
美
利

河
ダ

ム
の
H
P

に
掲
載

さ
れ

て
い
る
が
簡
単

に
説
明
す
る
。
忠
志
別
川
を
降
下
し

て
き
た

ス
モ
ル
ト
が
、
ダ

ム
湖

に
入
ら
な

い
よ
う

に
川
と

魚
道
を
接
続

し
て

い
る
。

し
か
し
、
川

の
水
量

の
大
部
分

は
ダ

ム
湖

に
流

す
必
要

が
あ

る
。
そ

の
た
め
に
、

ス
モ
ル

図1美 利河ダム魚道図

ダムの下流から四角内の数字1と2の 上 を通 って

いるのが魚道。将来は忠志別川 を横切 りさらにダ

ムに沿 って建設 を予定 している。美利河ダムHP

(http://www.hk.hkd.mlit.go.jp/water/

pirika/)か ら引用 した。
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ト
は
魚
道

へ
降
下

し
、
大
部
分

の
水
量

は
ダ

ム
湖

に
流
下

す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
分
水
施
設
が
作
ら
れ

て
い
る
。

こ

の
分
水
施
設
が
、
期
待
す
る
よ
う

に
…機
能
し

て
い
る
か

ど
う
か
は
、

ま
だ
不
明

で
あ
る
。
北
海
道
開
発
局
は
、

サ

ク
ラ

マ
ス
親
魚
が

こ
の
魚
道
を
遡
上
し

て
忠
志
別
川
に
入

り
、

そ
こ
で
産
卵
し

て
、
稚
魚
が
魚
道
を
利
用
し
て
海

へ

下

っ
て
、
育

っ
た
親
魚
が
再
び
魚
道
を
遡
上
す
る
こ
と
が

実

現
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
サ
ク
ラ

マ
ス
資
源
が
増
大

す
る

こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

二

美
利
河
ダ

ム
魚
道

に
よ
る
サ
ク

ラ

マ
ス

保
全

の
評
価
方
法

美
利
河
ダ
ム
に
は
魚
道
が
な
か
っ
た
の
で
、
ダ
ム
上
流

の
忠
志
別
川
、
後
志
利
別
川
本
流
や

ニ
セ
イ
ベ
ツ
川
な
ど

に
は
降
海
型
サ
ク
ラ
マ
ス
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
今
回
魚

道
を
接
続
さ
れ
、
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
忠
志
別
川
で
ヤ

マ
メ
が
生
息
し
て
い
れ
ば
陸
封
型
と
考
え
ら
れ
る
。
新
し

く
魚
道
を
設
置
し
て
、
降
海
型
サ
ク
ラ
マ
ス
が
忠
志
別
川

で
再
生
産
で
き
た
と
す
る
に
は
、
①
忠
志
別
川
に
降
海
型

の
ヤ
マ
メ
が
生
息
す
る
よ
う
に
な
る
、
②
降
海
型
サ
ク
ラ

マ
ス
の
産
卵
床
が
存
在
す
る
、
③
標
識
放
流
で
サ
ク
ラ
マ

ス
の
回
帰
が
認
め
ら
れ
る
、
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

こ
こ
で
は
、
社
団
法
人
北
海
道
栽
培
漁
業
振
興
公
社
に

よ
る
、
平
成

一
七
年
度
～
平
成

一
九
年
度

(二
〇
〇
五
～
二

〇
〇
七
年
)
「
美
利
河
ダ
ム
直
轄
堰
堤
維
持
の
内
水
産
環
境

影
響
調
査
業
務
報
告
書
」
(以
下
報
告
書
と
す
る
)
を
用
い

て
、
こ
の
三
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
今
回
紹
介
す
る
調

査
点
は
、
忠
志
別
川
と
魚
道
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も

ダ
ム
下
流
で
も
調
査
さ
れ
て
い
る
。
図
2
に
美
利
河
ダ
ム

周
辺
の
調
査
点
図
に
加
え
て
、
忠
志
別
川
の
ω
什」
、
ω
什
●卜。

お
よ
び

ω
叶・
ω
を
書
き
加
え
た
。

三

忠
志
別
川
の
ヤ
マ
メ
の
存
在
と
そ
の
起
源

忠
志
別
川
で
は
毎
年
、
上
流

で
標
識

さ
れ
た

ヤ

マ
メ
当

歳
魚
を

一
万
尾
放
流
し

て
い
る
の
で

(放
流
点

は
図
2
)、

天
然
魚
と
放
流
魚

に
分
け

て
検
討
し
た
。
当
歳

魚

の
放
流

は
、

二
〇
〇
五
年
は
六
月
三
〇
日
～

七
月

一
日

、

二
〇
〇

六
年
は
六
月
二
四
～

二
五
日
、

二
〇
〇
七
年

は
六
月
二

一

～

二
二
日

に
行

わ
れ
た
。

(
一
)
忠

志

別

川
の

ヤ

マ
メ
調

査
結

果

調
査
点
は
、
美
利
河
ダ

ム
に
流
入
す
る
忠
志

別
川

の
中

の
魚
道
と
接
す
る
と

こ
ろ
よ
り
上
流

で
、
上
流

、
中
流

お

よ
び
副
堤
上
流

の
三
箇
所

で
あ
り
、
こ
れ
ら
を

ω
辞」
、
ω
け

N
お
よ
び

ω
け
ω
と
し
て
示
し
た

(図

2
)
。

(
一
・

一
)

二
〇
〇
五
年

天
然
魚
は
六
月
以
降
、
ほ
と
ん

ど

一
〇
〇

㎜
以
上

の
ヤ

マ
メ

で

あ

っ
た

の
で
、当
歳
魚

で
は
な
く

一
歳
魚

と
思
わ
れ
る

(図

3
)
。

天
然
魚

の
採
集
数

は
、
七
～

一
〇

月

に
か
け

て
、
一
、
二
四
、
一
〇
、

一
二
尾

で
あ

っ
た
。
標
識
魚

に
も

六
月

の

曽

・ω
で

一
五
〇

㎜
以
上

の
ヤ

マ
メ
が
生
息

し

て

い
た

の

で
、
こ
れ
も

一
歳
魚

と
考
え
ら

れ

る
(図

4
)
。
標
識
魚

の
六
月
～

一

〇
月

の
採
集
数
は
、

一
、
五

一
、

四
八
、
四
五
、
三
八
で
あ
り
、
天

然

魚

に
比

べ
て
多

か

っ
た

の
は

六

月
末

に
放

流
し

た
た

め
と
考

え
ら

れ
る
。
七
月
以
降

の
標
識
魚

は
、
Gっ
け・
一
で
七
七

㎜
か
ら

一

一

〇

㎜
へ
成
長
し

て
い
た

(図

4
)。

(
一
・
二
)

二
〇
〇
六
年

標
識
魚

は
六
月

に
は

ω
什」

で

一
三
七

㎜
、
ω
け
ω
で

一

四

一
㎜
の
ヤ

マ
メ
が
見

つ
か

っ
た
が
、
七
月
以
降

に
は
標

識
魚

は
見
出

さ
れ
な
か

っ
た
(図
省
略
)
。
天
然
魚

は
、
ω
け

一
の
ヤ

マ
メ
は
六
月

か
ら

一
〇
月

ま
で

一
〇
〇

㎜
以
上

で

あ

り
、
ω
け
ω
で
も
六
月

に

一
五
〇

㎜
以
上

で
あ

っ
た
が
、

曽
』

で
は
四
三

㎜
か
ら

一
一
〇

㎜
へ
成
長

し
て

い
た

(図

5
)
。

(
一
・
三
)

二
〇
〇
七
年

報
告
書
二

一
七
頁

に
は
、

「平
成

一
九

(二
〇
〇
七
)
年

は
、
平
成

一
八

(二
〇
〇

六
)
年
と
同
様

に
六
月
か
ら
チ

ュ

ウ
シ
ベ
ッ
川
全
地
点

で
天
然
魚
が
確
認

さ
れ
た
。
」
と
記
述

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
デ

ー
タ
集
を
見

る
と
、
ヤ

マ
メ

は
す

べ
て
標
識
魚

で
あ
り
、

六
月
は
全
数
が
記
載
さ
れ
て

美利河ダム周辺調ヨ

忠志別川上流(St.

副 提上流(St.3)に

度 報告書よ り転載)

美利河ダム周辺調査点。

忍志別川上流(St.1)、 忠志別川中流(St.2)お よび忠志別川

副提上流(St.3)にSt.No.を 書 き加えた。美利河ダムH18年

図2
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忠志別川調査点における本文とデータ集のヤマメ尾数の比較表1

月 6 7 8 9 10

本文 データ

記載 集

本文 データ

記載 集

本文 データ

記載 集

本文 データ

記載 集

本文 データ

記載 集

St.1

St.2

St.3

33

1414

66

44

156

136

22

126

166

146

106

96

33

44

33

30

い
て
、
平
均
値
も
示

さ
れ

て
い
る
が
、
七
月
以
降

で
は
、

全
数
が
記
載

さ
れ
ず
、
平
均
値
も
示

さ
れ

て

い
な

い
。

一

方
、
本
文

の
採
集
尾
数

を
み
る
と
、
デ
ー
タ
集

と
同
じ
か
、

そ
れ
以
上

で
あ
る

(表

1
)
。

二
〇
〇
五
年

に
は
天
然
魚
と

標
識
魚

を
区
別
し

て
示

さ
れ

て
い
る
の
に
、

二
〇
〇
七
年

に
は
標
識
魚
し

か
示

さ
れ

て
い
な

い
の
で
、
本
文

に
は
天

然
魚

を
採
集
し
た
と
述

べ
て
い
る
が
、

こ
れ

は
誤
り

で
は

な

い
の
か
。
デ

ー
タ
集

に
記
載
さ
れ
て
い
る
デ

ー
タ
を
用

い
て
、
体
長

の
推
移
を
見

る

(図
6
)

と
、

い
ず
れ
も

一

〇
〇

㎜
以
上

で
あ
り
、
ω
け
N
以
外

は
六
月

か
ら
体
長
が
減

少
傾
向

に
あ

る
。
六
月
末

に
稚
魚
を
放
流
し

て

い
る
が
、

体
長

の
小

さ

い
も

の
が
見
当
た
ら
な

い
。

(
一
・
四
)
考
察

報
告
書

で
は
、
二
〇
〇
五
年
三
月

に
完
成

し

た
魚
道
を

ヤ

マ
メ
が
利
用
し
て
、
忠
志
別
川
上
流

に
ヤ

マ
メ
が
分
布

す

る
よ
う

に
な

っ
た
こ
と
を
強
調
し

て
い
る
。

忠
志
別
川

の
ヤ

マ
メ
が
増
え
る
た
め

に
は
魚
道
が
機
能

す

る
こ
と
は

必
要
条
件

で
は
あ
る
が
、
ヤ

マ
メ
が
増
え
る
理

由
と
し

て

は
、
ダ

ム
か
ら
遡
上
す

る
と

か
、
上
流
か
ら
降

下
し

て
く

る
こ
と
な
ど
も
考

え
ら
れ
る
。

二
〇
〇
五
年

に

は
、
大
型

の
天
然
魚
が
多

い
。
以
下

の
魚
道
調
査
で
示
す

よ
う

に
、

二
〇
〇
五
年

の
魚
道

で

一
〇
〇

㎜
の
ヤ

マ
メ
が

存
在
す
る

の
は
九
月

か

一
〇
月

(図

7
)

で
あ
り
、
大
型

の
天
然
魚

が
六
月
や
七
月

に
魚
道
を
遡
上
し

て
き
た
の
か
ど
う

か
不

明

で
あ
る
。

二
〇
〇
六
年

に
は
、
大
雨
な
ど
の
影
響

で
流

さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
標
識
魚
が
七
月
以
降

皆

無

と
な

っ
た
。
し
か
し
、

天
然
魚

は
採
集
さ
れ
た

の
で
、

上
流

か
ら
輸
送
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

二
〇
〇

七
年

の
結
果
を
見
る
限

り
、
標
識
魚
ば
か
り
な

の
で
、
魚

道

か
ら
遡
上
し
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ヤ

マ
メ
が
魚

道

を
遡

上
し

て
忠
志

別

川

に
移

動

し
た

こ
と
を

示
す

に

は
、
標
識
放
流
し
た
ヤ

マ
メ
の
追
跡
な
ど

の
方
法
を
と
ら

な

い
と
明
瞭
な

こ
と
が
言

え
な

い
。

(
二
)
魚

道
調

査

二

・
四
㎞
の
魚
道

の
下
流

か
ら
忠
志
別
川
に
む
け
て
、

図

1
に
示
さ
れ
て

い
る
魚
道

と
道
路
が
交
錯
し

て
い
る
中

間
点

ま
で
に
、
休
憩
プ

ー

ル

(ω
什」
)
、
階
段
式
魚
道

(ω
け

鱒
)
、
多
自
然
型
魚
道

(Qo
叶・
ω
)
、
休
憩
プ
ー
ル

(Qo
け」
)
、
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階
段
式
魚
道

(ω
叶●
㎝
)
、
多
自
然
型
魚
道

(Gっ
け
①
)
が
あ
り
、

中
間
点
よ
り
上
流
側

に
休
憩
プ

ー
ル

(ω
什
・刈
)
お
よ
び
多

自
然
型
魚
道

(Qo
叶●
。。
)

の
八

つ
の
調
査
点

が
設

け
ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
G∩
什・
H
、
ω
什・
窃
お
よ
び

ω
け
○。
の
三
点

に

お
け
る
結
果
を
示
し
た
。

二
〇
〇
五
年

に
は
十

分
な
デ

ー

タ
が
揃

っ
て
い
な

い
。

(
二

・

一
)

二
〇
〇
六
年

調
査
点

に
よ

っ
て
体
長

の
推
移

は
異
な
る
が
、
六
月
に

四
〇
～
五
〇

㎜
で
あ
り
、

一
〇
月
に
は
九
〇
～

一
〇
〇

㎜

に
成
長

し
て
い
た

(図

7
)
。

(
二

・
二
)

二
〇
〇
七
年

当
歳
魚

と

一
歳
魚

の
デ
ー
タ
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。
六

月
は
当
歳
魚
七
〇
尾
と

一
歳
魚
三
二
尾
が
記
載
さ
れ

て
い

120

100

80

60

40

20

0

(

ε

678910

month

2006年 美 利河 ダム魚道 におけるヤマメ体長の推移。

調査点は本文 に記述

図7

て
、
こ
の
う
ち

一
歳
魚
は
、
体
長

の
平
均
値

(
一
二
三
～

一

八
三

㎜
)

が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
七
月

以
降

は

一

歳
魚

の
記
載

が
あ

る
も
の
の
、
全
て

で
は
な
く
、
平
均
値

も
示
さ
れ
て

い
な

い
。
当
歳
魚

は
デ

ー
タ
が
示

さ
れ
て
い

て
、
六
月

に
約

六
〇

㎜
で
、

一
〇
月

に
は
約

一
〇
〇

㎜
に

成
長
し
て

い
た

(図

8
)
。
上
述

し
た
よ
う
に
、

魚
道

に
は

八

つ
の
調
査
点

が
あ

る
。

こ
の
う
ち

の
、
下

か
ら

三

つ
の

ω
什」
～
ω
け
ω
の
ヤ

マ
メ
の
合

計
尾

数

と
上
部

の
二

つ
の

ω
け
刈
～
ω
け
。。
の
合
計
尾
数

お
よ
び

ω
叶」
～
ω
け
。。
の
総

尾

数

の
推
移

を
図

9
に
示
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
ヤ

マ
メ
は
魚

道

の
下
部

で
採
集

さ
れ
て
い
て
、
上
部

ま
で
遡

上
し

て
い

る
の
は
少

な

い
。
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2007年 美利河ダム魚道における当歳魚ヤマメ体長の推移図8

(
二

・
三
)
考
察

二
〇
〇
七
年
度

の
報
告
書

で
、
ヤ

マ
メ
に
電
波
発
信
機

を
と
り

つ
け
て
行
動
を
追

跡
し
た
結
果
が
述

べ
ら
れ

て
い

る
。

そ
れ

に
よ
る
と
、
体

長
が

一
四
九
～

二
〇

五

㎜
の
ヤ

マ
メ

一
〇
尾
を
魚
道
下
流

に
放
流

し
て
、
行
動
を
追
跡
し

た
結
果
、

も

っ
と
も
遡

上
し
た
も

の
は
体
長

一
六
〇

㎜
の

も
の
で
、
魚
道
下
流
か
ら
魚
道

の
中
間
点
近

く
ま
で
遡
上

し
た
。
次

に
遡
上
し
た

の
は
体
長

一
五
七

㎜
の
も

の
で
、

魚
道

を
約

1
/

3
ほ
ど
遡

上
し
た
。
残
り
は
ほ
と
ん
ど
遡

上

し
な
か

っ
た
。

こ
の
結

果
と
図

9
と
を
考

え
る
と
、
多

数

の
ヤ

マ
メ
が
魚
道
で
採
集

さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら

の
ヤ

マ

メ
が
魚
道

を
経
由
し
て
忠
志

別
川

に
遡
上
す
る
可
能
性
は

か
な
り
低

い
と
考
え
ら
れ
る
。

も
し
遡
上
を
確
認
す
る

の

で
あ

れ
ば
、
先

に
も
述

べ
た
よ
う

に
標
識
し
た
ヤ

マ
メ
を

ダ

ム
下
流

や
魚
道
下
部

に
放
流

し
て
、
忠
志
別
川

で
確

認

31
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図92007年 の美利河ダム魚道 におけるヤマメ尾数の分布の推移。

黒丸は下流か ら3つ の調査点(St.1、St.2、St.3)の 合 計尾数、黒

四角は上流側の2つ の調査点(St.7、St.8)の 合 計尾数、クロスは

全調査点の総計尾数 を示す。

す

る

の

が

よ

い

が

、

い
。

そ
の
よ
う

な
方
法

は
と
ら
れ
て

い
な

四

サ
ク
ラ

マ
ス
親
魚

の
遡
上

報
告
書

で
は
、
魚
道

に
お

い
て
サ
ク
ラ

マ
ス
成
魚

が
し

ば

し
ば
観
察
さ
れ
た
と
述

べ
ら
れ
て

い
る
が
、
遡
上
し

て

も
、

そ
の
後
降
下
す
る
も
の
も
多

く
、
実
際

に
忠
志
別
川

ま
で
遡
上
し
た
親
魚
数
は
は

っ
き
り
し
な

い
。
親
魚

の
遡

上

を
明
確

に
示
す

の
は
、
産
卵
床

の
存
在

で
あ
る
が
、
報

告
書

で
は
、
二
〇
〇
六
年
度

に
二
床

見
出

さ
れ
た
だ
け

で
、

二
〇
〇
七
年
度

に
は
見
出

さ
れ
な
か

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、

魚

道
を
遡

上
し

た
親
魚

は
極

め

て
少
な

い
と
推

定

さ
れ

る

。
五

当
歳
魚

お
よ
び

ス
モ
ル
ト
の
回
帰

(
一
)

ス

モ

ル
ト

の

回
帰

標
識

さ
れ
た

ス
モ
ル
ト

一
万
尾
が
、

二
〇
〇

五
～

二
〇

〇
七
年

の
毎
年
、
魚
道
最
下
部
で
五
月

に
放
流

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ
ら
の
ス
モ
ル
ト
が
降
海

す
る
と
、

二
〇
〇
六
年

お
よ
び

二
〇
〇
七
年

に
親
魚
と
な

っ
て
遡
上
す

る
こ
と

に

な
る
が
、
報
告
書

に
は
そ
の
こ
と
は
ま

っ
た
く

述

べ
ら
れ

て
い
な

い
。

ま
た
、
開
示
請
求

で
、
標
識

ス
モ

ル
ト
の
回

帰
率
を
求
め
た
が
、
調
査

し
て
い
な

い
と
の
回
答

で
あ

っ

た
。
標
識

ス
モ
ル
ト
の
放
流

の
目
的
が
不
明

で
あ

り
、

こ

の
よ
う
な
税
金

の
無
駄
遣

い
を
す

べ
き
で
な

い
。

(
二
)

当
歳

魚

の
回

帰

二
〇
〇
七
年
度
報
告
書

で
、

こ
の
年

の
九
月

に
、
ダ

ム

下
流

で

一
尾
、
魚
道
下

部
で

一
尾
、
標
識

さ
れ

た
サ
ク
ラ

マ
ス
親
魚
が
確
認

さ
れ
た
と
述

べ
ら
れ

て
い
る

。

こ
の
標

識
親
魚

は
、
二
〇
〇
六
年

に
標
識
放
流
さ
れ
た

ス
モ
ル
ト

か
、

二
〇
〇
五
年

に
忠

志
別
川
上
流

で
標

識
さ

れ
た
当
歳

魚
が
回
帰
し
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
報
告
書

で
は
根
拠

を

示

さ
ず

に
二
〇
〇
五
年

に
放
流

さ
れ
た
も

の
が

回
帰
し
た

と
推
定
し

て
い
る
。
当
歳

魚
が
回
帰
し
た
と
す

る
と
、

一

万
尾

の
う
ち

二
尾
が
回
帰
し
た
こ
と
に
な

る
。

(
三
)

考
察

当
歳
魚
よ
り

ス
モ
ル
ト

の
回
帰
率
が
高

い
と
考
え
ら
れ

る
が
、

二
〇
〇
七
年

に
回
帰
し
た
サ
ク
ラ

マ
ス
親
魚

は
放

流

当
歳
魚

が
回
帰

し

た

と
す
る
根
拠

を

示
す

べ
き
で
あ

る
。

二
〇
〇
七
年

に

つ
い
て
は
、
二
〇
〇

五
年

放
流

の
当

歳
魚

一
万
尾

と
二
〇
〇
六
年
放
流

の
ス
モ
ル
ト

が
回
帰
す

る
年

で
あ
る
が
、

二
万
尾
放
流
し
て
、

二
尾
回
帰

し
、

二

尾
と
も
忠
志
別
川
ま

で
遡
上
し

て
い
な

い
。

こ

れ
ら
の
結

果
を
見
る
限
り
、

な

い
。

六

結
論

魚
道
が
…機
能
し
た
と

い
う
こ
と
は
で
き

32

サ
ク
ラ

マ
ス
親
魚
が
美
利
河
ダ

ム
魚
道
を
遡
上

し
て
、

忠
志
別
川

で
産
卵
す
れ
ば
、
忠
志
別
川

に
ヤ
マ
メ
当
歳
魚

が
増
加
す

る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

サ
ク
ラ

マ
ス
の
保
全

に
と

っ
て
も

っ
と
も
要

の
問
題

は
、
忠
志
別
川
で
再
生
産

が
行

わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
報
告
書
で
は
ダ
ム

下
流

か
ら

ヤ

マ
メ
が
魚
道
を
通
過

し
て
忠
志
別
川
に
遡
上

す
る
可
能
性

に
つ
い
て
詳
細

に
調
査

し
て

い
る
が
、
産
卵

床
問
題

や
、
標
識

ヤ

マ
メ
の
回
帰

に
つ
い
て
の
記
述

は
少

な

い
。
今

ま
で

の
報
告
書

の
結

果
で
は
、
美
利
河
ダ

ム
は

サ
ク
ラ

マ
ス
の
保
全

に
成
功
し

て
い
な

い
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
今
後

の
調
査

に
つ
い
て
、
次

の
三
点
を
提
案
し
た

い
。

(
一
)
産
卵

床
問
題
を
詳
し
く
調
査
す
る
。

(
二
)
今

ま

で
ど
お
り
の
忠
志
別

川
上

流

に
お
け

る
標
識

当
歳

魚

の
放
流

に
加
え

て
、
標
識

ス
モ
ル
ト
も
魚
道

下
部

で
は
な
く
当
歳
魚

と
同

じ
く
忠
志
別
川
上
流

で
行

い
、
標
識
魚

の
回
帰

に

つ
い
て
も
詳
細

に
調
査

す

る
。

(三
)
忠
志
別

川

に
は
し
ば

し
ば
大

型
ヤ

マ
メ
が
採
集

さ

れ

る
の
で
、ダ

ム
湖
か
ら
忠
志
別

の
上
流

ま
で
ヤ

マ

メ
調
査
を
実
施
し
て
、
湖
沼
型

ヤ

マ
メ
問
題
を
明
ら

か
に
す
る
。
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